
f生物物理若手の会第羽田夏の学校」

研究者のキャヲアを考える

橋本昌隆

株式会社フューチャーラボラトリ

最近 fポストドクター〈以下，ボスドク〉問題」が各メディアに取り上げられ，社会的関

心が急速に高まり始めてきた。しかし， iボスドク問題Jは，一般市民にとっては身近な問題

ではなく，多くのニュースの中のーっとして認識される程度にとどまっている。

我が国では， i末は博士か大臣か」と昔からいわれてきたように，日本を代表する優秀な人

材が博士に，そして，科学技術の進歩やイノベーションの先駆者として社会的地位及び高い

ステータスを持つというイメージが定着してきた。しかし ベルリンの壁崩壊，東西冷戦終

結，バブル経済崩壊など，従来の社会体制・システムが徐々に崩れゆく中，我が国固有の博

士の役割，期待もまた，大きく変化しつつある状況を迎えたO

現在，修士課程，博士課程から大学における研究職(いわゆる教授，准教授，助教等)ポ

ストを期待することは，研究者のキャリアとしては，一般的な就業に比べ研究者本人が負う

リスクが非常に高くなってきている。こうした認識は，大学，研究機関の学生や職員に静か

にそして深く浸透しはじめ，その結果，博士課程の進学者，および35歳以下のボスドク等

は徐々に減少し始めている。

こうした変化の中，大学，研究機関において 15年以上にわたって研究開発や自己研鎌にほ

とんどの時間を費やしてきたお歳以上のボスドクは，非常に厳しい現実と対峠しなくてはな

らなくなってきている。

平成 17年度に東京大学先端科学技術研究センターの科学技術振興調整費〈スーパーCOE)

終了にあたって，合計 100名余りのボスドク，特任助手(助教)，特任助教授(准教授〉の任

期終了に伴う新しい就業環境整備(就業機会拡大〉のサポートを行った。これをきっかけに，

ボスドク問題に係わるようになったのだが，この仕事は従来持っていた博士，大学に対する

イメージを大きく覆すこととなった。

その後， 3年余り，延べ 1000名以上のボスドク，大学教授，大手製造業役員，人事担当者，

研究開発実務者，ベンチャー企業経営者，官公庁政策担当者などと，この間題でディスカッ

ションを重ねてきた。こうしたデ、イスカッションの中で，このまま現状を放呈した場合，こ

れまで積み重ねてきた研究人材育成システムが崩壊し，我が国の科学技術力が大きく衰退す

るのではないかとしづ危機感が強くなってきた。科学技術政策の成果を短期間に問うことは

難しい。しかし，今この聞に解決を放量することは，今後，我が国の科学技術政策を 10年以

上空白化させてしまうかもしれないという問題意識を持って，自らの考えや想いを講演，執

筆などさせていただくようになった。
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研究会報告

今までの政策の流れ，をベースに，事例j「生の体験談，

提言など幅広くお話ししたい。

現場で実際に遭遇した今屈は，

現状，
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「生物物理若手の会第49回夏の学校」

ポスドクの多くはら《イオ系J
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大学・公的硯究機関等におけるポストドク合一等の雇用
状況調査-2006年度調査時科学控桁政業研究所
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}\~イオは産業規穫に対する博士教が突出して多い!
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